
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
　
企
画
研
究
部
　
主
任
研
究
員

森
本
清
二
郎

気
候
変
動
変
動

気
候
変
動

海
運
海
運
海
運
海
運
海
運
海
運
と

海
運
と

７

　

国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

で

は

国

際

海

運

か

ら

の

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

排

出

に

価

格

を

付

け

る

Ｇ

Ｈ

Ｇ

プ

ラ

イ

シ

ン

グ

が

検

討

さ

れ

て

い

る

が

、

欧

州

連

合

（

Ｅ

Ｕ

）

で

は

既

に

海

運

分

野

の

カ

ー

ボ

ン

プ

ラ

イ

シ

ン

グ

が

実

施

さ

れ

て

い

る

。

　

欧

州

委

員

会

は

２

０

２

１

年

に

Ｅ

Ｕ

の

削

減

目

標

（

２

０

３

０

年

に

�

年

比

�

％

減

、

�

年

に

炭

素

中

立

）

を

達

成

す

る

た

め

の

政

策

パ

ッ

ケ

ー

ジ

の

一

環

と

し

て

、

Ｅ

Ｕ

排

出

量

取

引

制

度

（

Ｅ

Ｕ

―

Ｅ

Ｔ

Ｓ

）

を

海

運

な

ど

に

拡

大

適

用

す

る

た

め

の

Ｅ

Ｕ

指

令

改

正

を

提

案

。

同

案

は

�

年

に

採

択

さ

れ

て

お

り

、

�

年

か

ら

Ｅ

Ｕ

加

盟

国

に

ノ

ル

ウ

ェ

ー

、

リ

ヒ

テ

ン

シ

ュ

タ

イ

ン

、

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

を

加

え

た

�

カ

国

か

ら

な

る

欧

州

経

済

領

域

（

Ｅ

Ｅ

Ａ

）

の

発

着

船

を

対

象

に

規

制

が

始

ま

っ

て

い

る

。

　

船

社

は

毎

年

、

Ｅ

Ｅ

Ａ

発

着

船

か

ら

生

じ

る

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

に

相

当

す

る

排

出

枠

（

Ｅ

Ｕ

Ａ

）

の

購

入

・

償

却

を

義

務

付

け

ら

れ

る

。

規

制

対

象

と

な

る

の

は

Ｅ

Ｅ

Ａ

内

で

生

じ

た

全

て

の

排

出

量

と

Ｅ

Ｅ

Ａ

内

外

の

港

湾

間

を

結

ぶ

航

海

で

生

じ

た

排

出

量

の

半

分

で

あ

り

、

�

年

は

同

排

出

量

の

�

％

、

�

年

は

�

％

、

�

年

以

降

は

１

０

０

％

が

償

却

義

務

の

対

象

と

な

る

。

　

本

規

制

は

欧

州

委

員

会

が

�

年

に

発

表

し

た

「

３

段

階

ア

プ

ロ

ー

チ

」

（

燃

料

消

費

実

績

報

告

制

度

の

導

入

、

削

減

目

標

の

設

定

、

経

済

的

手

法

の

導

入

）

の

仕

上

げ

の

部

分

に

当

た

り

、

Ｅ

Ｕ

に

と

っ

て

大

き

な

意

義

が

あ

る

。

　

ま

ず

、

海

運

分

野

で

カ

ー

ボ

ン

プ

ラ

イ

シ

ン

グ

を

根

付

か

せ

る

先

駆

け

と

な

っ

た

点

。

Ｅ

Ｅ

Ａ

発

着

船

は

１

万

２

千

隻

、

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

排

出

量

は

１

億

３

千

万

㌧

に

上

り

、

国

際

海

運

の

船

舶

数

３

万

５

千

隻

の

３

割

、

総

排

出

量

７

億

㌧

の

２

割

を

占

め

る

。

　

Ｅ

Ｕ

Ａ

価

格

は

�

年

の

市

場

安

定

化

措

置

の

導

入

か

ら

上

昇

傾

向

に

あ

り

、

近

年

は

�

�

前

後

で

推

移

し

て

い

る

＝

図

参

照

。

海

運

分

野

は

無

償

割

当

で

は

な

く

、

全

て

有

償

割

当

と

な

る

た

め

、

重

油

㌧

当

た

り

２

２

０

�

前

後

の

追

加

コ

ス

ト

が

生

じ

る

こ

と

に

な

る

。

今

年

か

ら

始

ま

っ

た

Ｅ

Ｅ

Ａ

発

着

船

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

規

制

（

Ｆ

ｕ

ｅ

ｌ

Ｅ

Ｕ

マ

リ

タ

イ

ム

）

と

併

せ

て

、

海

運

分

野

で

の

化

石

燃

料

か

ら

の

脱

却

を

促

す

推

進

役

と

し

て

の

期

待

が

あ

る

。

　

次

に

、

域

内

産

業

の

競

争

力

の

強

化

を

図

る

欧

州

グ

リ

ー

ン

デ

ィ

ー

ル

の

中

核

的

措

置

が

海

運

に

拡

が

っ

た

点

が

あ

る

。

欧

州

委

員

会

の

事

前

調

査

で

は

、

輸

送

貨

物

の

商

品

価

格

に

占

め

る

輸

送

費

の

割

合

は

小

さ

い

た

め

、

炭

素

価

格

に

よ

る

コ

ス

ト

増

が

貿

易

・

経

済

に

与

え

る

負

の

影

響

は

小

さ

く

、

む

し

ろ

Ｇ

Ｈ

Ｇ

削

減

に

よ

る

社

会

便

益

の

確

保

や

海

運

分

野

で

の

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

技

術

に

関

わ

る

雇

用

拡

大

が

見

込

め

る

と

し

て

い

る

。

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

通

じ

た

成

長

を

図

る

た

め

、

Ｅ

Ｕ

―

Ｅ

Ｔ

Ｓ

の

オ

ー

ク

シ

ョ

ン

収

入

を

原

資

と

し

た

低

・

脱

炭

素

技

術

の

実

証

支

援

を

含

め

、

さ

ま

ざ

ま

な

公

的

支

援

も

展

開

さ

れ

て

い

る

。

　

最

後

に

、

Ｉ

Ｍ

Ｏ

で

の

規

制

導

入

の

後

押

し

と

な

っ

て

い

る

点

。

グ

ロ

ー

バ

ル

な

産

業

で

あ

る

国

際

海

運

で

公

平

か

つ

実

効

的

に

Ｇ

Ｈ

Ｇ

削

減

を

進

め

る

た

め

に

は

Ｉ

Ｍ

Ｏ

で

の

規

制

導

入

が

不

可

欠

と

な

る

。

Ｅ

Ｕ

で

の

先

行

的

な

地

域

規

制

は

、

ダ

ブ

ル

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

や

炭

素

漏

え

い

な

ど

負

の

側

面

を

抱

え

て

い

る

も

の

の

、

こ

れ

ら

の

問

題

を

解

消

し

得

る

グ

ロ

ー

バ

ル

規

制

の

検

討

を

後

押

し

し

て

い

る

と

い

う

側

面

も

あ

る

。

　

現

在

、

欧

州

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格

高

騰

や

経

済

停

滞

に

見

舞

わ

れ

て

お

り

、

低

・

脱

炭

素

社

会

へ

の

移

行

は

平

坦

な

道

の

り

で

は

な

い

。

海

運

分

野

に

お

い

て

も

Ｌ

Ｎ

Ｇ

や

バ

イ

オ

燃

料

な

ど

現

実

的

に

利

用

可

能

な

対

策

の

導

入

が

拡

が

る

一

方

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

由

来

の

合

成

燃

料

の

導

入

に

は

多

く

の

課

題

が

あ

る

。

こ

れ

ら

の

課

題

克

服

に

向

け

た

今

後

の

取

り

組

み

が

注

目

さ

れ

る

。

　
７ ２０２５年（令和７年）３ 月 ３１ 日 （毎週月曜日発行・週刊）

（第三種郵便物認可）

　

酒

井

直

人

中

野

区

長

（

左

）

、

小

西

雅

子

東

京

ガ

ス

常

務

執

行

役

員

締

結

式

。

左

か

ら

３

人

目

が

石

川

真

也

・

東

部

ガ

ス

秋

田

支

社

取

締

役

支

社

長

　

大

阪

ガ

ス

は

�

日

、

兵

庫

県

姫

路

市

と

「

木

質

資

源

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

利

用

を

始

め

と

し

た

脱

炭

素

化

に

資

す

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

関

連

の

取

り

組

み

に

関

す

る

連

携

と

協

力

に

関

す

る

包

括

協

定

」

を

締

結

し

た

。

同

日

締

結

式

を

行

っ

た

。

ま

ず

市

内

で

の

早

生

樹

の

育

成

と

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

用

燃

料

利

用

を

検

討

す

る

共

同

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

行

う

。

同

市

広

畑

区

で

は

、

Ｄ

ａ

ｉ

ｇ

ａ

ｓ

グ

ル

ー

プ

の

「

広

畑

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

所

」

（

２

０

２

３

年

�

月

運

転

開

始

、

発

電

容

量

約

７

万

５

千

㌔

㍗

）

が

運

転

中

で

、

燃

料

に

国

産

木

質

チ

ッ

プ

も

利

用

す

る

。

協

定

に

よ

り

市

内

森

林

資

源

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

利

用

と

林

業

等

の

活

性

化

、

同

発

電

所

運

営

の

長

期

安

定

化

に

も

つ

な

げ

る

。

差し水の吸い上げ作業

　

長

野

都

市

ガ

ス

と

中

部

電

力

パ

ワ

ー

グ

リ

ッ

ド

長

野

支

社

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

東

グ

ル

ー

プ

は

６

日

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

東

日

本

佐

久

ビ

ル

（

長

野

県

佐

久

市

）

の

敷

地

内

で

大

規

模

災

害

を

想

定

し

た

合

同

復

旧

訓

練

を

行

っ

た

。

イ

ン

フ

ラ

会

社

間

が

連

携

し

、

迅

速

か

つ

適

切

な

復

旧

作

業

を

実

施

す

る

た

め

の

情

報

共

有

を

実

施

。

長

野

都

市

ガ

ス

が

参

加

す

る

の

は

初

め

て

。

計

�

人

が

集

結

し

、

そ

の

う

ち

長

野

都

市

ガ

ス

か

ら

は

７

人

が

参

加

し

た

。

　

佐

久

地

域

で

大

規

模

な

地

震

が

発

生

し

、

電

力

ケ

ー

ブ

ル

と

通

信

ケ

ー

ブ

ル

が

断

線

、

ガ

ス

管

が

損

傷

。

停

電

が

発

生

す

る

中

、

自

治

体

か

ら

復

旧

の

要

請

が

入

っ

た

こ

と

を

想

定

し

て

行

わ

れ

た

。

　

長

野

都

市

ガ

ス

は

、

損

傷

し

た

導

管

内

の

状

況

を

確

認

す

る

た

め

、

管

内

カ

メ

ラ

で

調

査

。

管

内

に

差

し

水

が

滞

留

し

て

い

る

こ

と

を

確

認

し

、

差

し

水

を

吸

い

上

げ

る

作

業

を

行

っ

た

ほ

か

、

漏

え

い

個

所

の

修

繕

作

業

な

ど

も

実

施

し

た

。

　

参

加

企

業

間

で

道

路

状

況

の

調

査

や

被

災

状

況

の

情

報

共

有

の

連

携

確

認

な

ど

を

行

っ

た

。

清

元

秀

泰

姫

路

市

長

（

左

）

、

坂

梨

興

大

阪

ガ

ス

代

表

取

締

役

副

社

長

執

行

役

員

　

早

生

樹

育

成

は

大

阪

ガ

ス

子

会

社

で

国

産

木

質

バ

イ

オ

マ

ス

の

調

達

・

販

売

を

担

う

「

グ

リ

ー

ン

パ

ワ

ー

フ

ュ

エ

ル

」

（

Ｇ

Ｐ

Ｆ

）

と

同

市

が

共

同

で

行

う

。

市

北

部

に

あ

る

夢

咲

山

の

３

～

４

㌶

に

早

生

樹

を

３

０

０

本

植

え

て

育

成

す

る

。

Ｇ

Ｐ

Ｆ

は

育

成

す

る

木

材

の

有

効

性

評

価

や

燃

料

用

早

生

樹

の

利

用

に

向

け

た

事

業

化

検

討

な

ど

を

、

市

は

用

地

の

提

供

や

早

生

樹

の

植

林

や

育

成

等

を

行

う

。

将

来

的

に

は

、

広

畑

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

所

で

燃

料

の

一

部

と

し

て

利

用

す

る

こ

と

も

想

定

す

る

。

　

大

阪

ガ

ス

は

こ

れ

ら

の

取

り

組

み

を

通

じ

て

木

質

燃

料

の

地

産

地

消

を

め

ざ

し

、

森

林

活

性

化

へ

の

貢

献

を

進

め

な

が

ら

、

同

市

が

掲

げ

る

�

年

ま

で

に

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

排

出

実

質

ゼ

ロ

を

実

現

す

る

「

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

」

実

現

に

向

け

協

力

す

る

。

　

大

阪

ガ

ス

の

坂

梨

興

代

表

取

締

役

副

社

長

執

行

役

員

は

締

結

式

で

「

バ

イ

オ

マ

ス

燃

料

の

地

産

地

消

の

取

り

組

み

は

双

方

に

と

っ

て

ウ

ィ

ン

・

ウ

ィ

ン

と

な

る

大

変

意

義

深

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

。

今

回

の

取

り

組

み

が

起

点

と

な

っ

て

、

両

者

に

よ

る

姫

路

市

の

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

に

向

け

た

さ

ま

ざ

ま

な

協

業

が

新

た

に

実

現

し

、

広

が

っ

て

い

く

こ

と

を

期

待

す

る

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

Ｄ

ａ

ｉ

ｇ

ａ

ｓ

グ

ル

ー

プ

で

は

、

�

年

度

ま

で

に

自

社

開

発

、

保

有

に

加

え

、

他

社

か

ら

調

達

を

含

め

、

国

内

外

で

５

０

０

万

㌔

㍗

の

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

電

源

の

普

及

に

貢

献

す

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

。

�

年

�

月

末

ま

で

に

３

５

６

万

㌔

㍗

ま

で

達

成

し

て

い

る

。

出

資

す

る

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

に

つ

い

て

は

昨

年

、

宮

崎

県

の

日

向

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

所

（

発

電

容

量

５

万

㌔

㍗

）

、

愛

知

県

の

愛

知

田

原

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

所

（

同

約

７

万

５

千

㌔

㍗

）

が

相

次

い

で

商

業

運

転

を

開

始

し

て

い

る

。

　

武

州

ガ

ス

と

東

京

ガ

ス

は

７

日

、

武

州

ガ

ス

の

地

元

自

治

体

で

あ

る

埼

玉

県

川

越

市

、

狭

山

市

、

ふ

じ

み

野

市

、

鶴

ヶ

島

市

の

４

市

と

そ

れ

ぞ

れ

、

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

排

出

量

実

質

ゼ

ロ

の

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

電

気

メ

ニ

ュ

ー

の

普

及

に

関

す

る

基

本

合

意

書

を

締

結

し

た

と

発

表

し

た

。

同

メ

ニ

ュ

ー

の

公

共

施

設

へ

の

導

入

や

、

市

民

、

事

業

者

へ

の

普

及

に

力

を

入

れ

る

。

　

い

ず

れ

の

自

治

体

も

両

社

と

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

（

Ｃ

Ｎ

）

に

向

け

た

包

括

連

携

協

定

を

結

ん

で

お

り

、

今

回

の

基

本

合

意

も

こ

の

協

定

に

基

づ

い

て

い

る

。

　

　

武

州

ガ

ス

は

昨

年

�

月

１

日

か

ら

、

県

内

の

低

圧

電

気

利

用

者

に

向

け

、

「

武

州

さ

す

て

な

電

気

」

「

武

州

さ

す

て

な

電

気

ビ

ジ

ネ

ス

」

の

販

売

を

開

始

し

て

い

る

。

非

化

石

証

書

で

実

質

再

エ

ネ

１

０

０

％

に

す

る

電

気

メ

ニ

ュ

ー

で

、

東

京

電

力

エ

ナ

ジ

ー

パ

ー

ト

ナ

ー

の

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

Ｓ

／

Ｌ

、

動

力

プ

ラ

ン

と

同

水

準

か

そ

れ

以

下

に

な

る

（

燃

料

費

調

整

の

上

限

な

し

）

。

武

州

ガ

ス

の

電

気

メ

ニ

ュ

ー

は

、

東

京

ガ

ス

が

販

売

す

る

「

さ

す

て

な

電

気

」

を

武

州

ガ

ス

が

県

内

の

顧

客

向

け

に

取

次

販

売

し

て

い

る

も

の

。

　

今

回

の

基

本

合

意

を

機

に

、

各

市

の

公

共

施

設

の

電

気

を

こ

れ

ら

武

州

ガ

ス

の

電

気

メ

ニ

ュ

ー

に

変

え

て

い

き

、

同

電

気

メ

ニ

ュ

ー

の

市

民

、

事

業

者

へ

の

普

及

に

向

け

た

取

り

組

み

に

つ

い

て

３

者

で

協

働

し

て

い

く

。

　

東

京

ガ

ス

は

�

日

、

東

京

都

中

野

区

と

「

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

の

ま

ち

づ

く

り

に

向

け

た

連

携

協

定

」

を

締

結

し

た

。

同

区

は

２

０

２

１

年

�

月

、

�

年

ま

で

に

二

酸

化

炭

素

排

出

量

を

実

質

ゼ

ロ

に

す

る

こ

と

を

目

指

す

「

中

野

区

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

」

を

宣

言

し

、

さ

ま

ざ

ま

な

温

暖

化

防

止

対

策

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

締

結

式

に

は

酒

井

直

人

中

野

区

長

と

小

西

雅

子

東

京

ガ

ス

常

務

執

行

役

員

地

域

共

創

カ

ン

パ

ニ

ー

長

ら

が

出

席

し

た

。

　

酒

井

区

長

は

「

協

定

締

結

に

よ

り

、

東

京

ガ

ス

の

持

つ

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

の

ま

ち

づ

く

り

に

関

す

る

知

見

を

お

借

り

し

、

緊

密

な

相

互

連

携

に

基

づ

い

た

取

り

組

み

な

ど

を

実

施

で

き

る

こ

と

を

大

変

心

強

く

思

っ

て

い

る

。

『

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

な

か

の

』

の

実

現

に

は

、

多

様

な

主

体

が

力

を

合

わ

せ

て

地

球

温

暖

化

対

策

に

取

り

組

む

必

要

が

あ

る

。

そ

の

た

め

、

区

、

区

民

、

事

業

者

等

の

連

携

・

協

働

を

さ

ら

に

進

め

、

こ

れ

ま

で

の

環

境

政

策

を

一

層

加

速

さ

せ

て

い

く

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

小

西

常

務

執

行

役

員

は

「

協

定

締

結

に

よ

り

、

中

野

区

と

と

も

に

、

当

社

グ

ル

ー

プ

が

創

業

以

来

培

っ

て

き

た

お

客

さ

ま

か

ら

の

信

頼

や

地

域

密

着

力

を

生

か

し

『

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

な

か

の

』

と

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

社

会

の

実

現

に

向

け

て

連

携

で

き

る

こ

と

を

大

変

う

れ

し

く

思

う

。

今

後

も

、

中

野

区

と

の

価

値

共

創

に

よ

り

、

地

域

課

題

の

解

決

お

よ

び

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

に

取

り

組

む

」

と

述

べ

た

。

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

購

入

、

投

資

に

合

意

台

湾

中

油

　

台

湾

経

済

部

は

、

公

営

石

油

・

ガ

ス

最

大

手

・

台

湾

中

油

（

Ｃ

Ｐ

Ｃ

）

と

米

国

ア

ラ

ス

カ

州

の

ア

ラ

ス

カ

ガ

ス

ラ

イ

ン

開

発

公

社

（

Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｃ

）

が

�

日

、

「

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

購

入

、

投

資

の

意

向

書

」

（

Ｌ

Ｏ

Ｉ

）

に

署

名

し

た

と

発

表

し

た

。

両

国

に

お

け

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

協

力

、

天

然

ガ

ス

供

給

安

定

性

を

強

化

す

る

こ

と

が

狙

い

。

　

　

台

湾

Ｃ

Ｐ

Ｃ

は

こ

の

Ｌ

Ｏ

Ｉ

の

下

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

を

購

入

し

、

上

流

投

資

に

参

加

す

る

権

利

も

獲

得

す

る

方

針

だ

。

　

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

、

Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｃ

と

主

要

開

発

事

業

者

の

グ

レ

ン

フ

ァ

ー

ン

グ

ル

ー

プ

が

推

進

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

。

Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｃ

は

ア

ラ

ス

カ

Ｌ

Ｎ

Ｇ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

共

同

開

発

す

る

た

め

、

グ

レ

ン

フ

ァ

ー

ン

と

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

開

発

契

約

を

結

ん

で

い

る

。

　

両

者

は

、

で

き

る

だ

け

早

く

調

達

と

投

資

の

詳

細

に

関

す

る

交

渉

を

開

始

す

る

予

定

だ

と

い

う

。

　

東

部

ガ

ス

秋

田

支

社

、

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｘ

（

石

油

資

源

開

発

）

秋

田

事

業

所

、

東

北

電

力

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

秋

田

支

社

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

東

日

本

宮

城

営

業

部

秋

田

支

社

の

地

域

イ

ン

フ

ラ

４

社

は

�

日

、

災

害

時

の

迅

速

な

情

報

連

携

、

平

時

の

地

域

イ

ン

フ

ラ

事

業

の

効

率

化

を

目

的

と

し

た

相

互

協

力

協

定

を

締

結

、

同

日

締

結

式

を

行

っ

た

。

　

災

害

対

応

の

強

化

、

平

時

の

Ｄ

Ｘ

（

デ

ジ

タ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

）

な

ど

を

活

用

し

た

イ

ン

フ

ラ

運

営

業

務

の

効

率

化

で

、

連

携

・

共

創

し

て

い

く

。

　

現

時

点

で

は

①

災

害

時

に

お

け

る

各

社

の

設

備

被

災

状

況

や

道

路

の

混

雑

状

況

等

に

関

す

る

情

報

連

携

②

災

害

時

、

平

時

の

ド

ロ

ー

ン

な

ど

先

進

技

術

を

活

用

し

た

被

災

設

備

状

況

の

確

認

や

イ

ン

フ

ラ

点

検

の

効

率

化

③

各

企

業

間

で

設

備

デ

ー

タ

等

と

集

約

・

統

合

・

活

用

す

る

こ

と

で

、

地

域

イ

ン

フ

ラ

の

運

営

効

率

を

向

上

さ

せ

、

安

全

で

信

頼

性

の

高

い

イ

ン

フ

ラ

管

理

を

実

現

―

―

を

想

定

す

る

。

　

東

部

ガ

ス

秋

田

支

社

の

石

川

真

也

取

締

役

支

社

長

は

「

今

後

も

想

定

以

上

の

災

害

が

起

こ

り

得

る

と

考

え

ら

れ

る

。

本

協

定

で

通

信

・

電

力

・

ガ

ス

そ

れ

ぞ

れ

が

持

つ

知

見

や

ノ

ウ

ハ

ウ

、

各

分

野

の

強

み

や

弱

み

を

補

う

関

係

が

整

っ

た

。

業

務

効

率

化

や

災

害

復

旧

の

迅

速

化

な

ど

、

安

心

・

安

全

、

安

定

供

給

と

い

う

面

に

お

い

て

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

地

域

に

貢

献

で

き

る

と

い

う

点

で

意

義

の

あ

る

協

定

だ

と

考

え

る

。

今

後

も

各

社

と

連

携

を

図

り

協

力

し

な

が

ら

都

市

ガ

ス

の

安

定

供

給

に

努

め

た

い

」

と

コ

メ

ン

ト

し

た

。

　

秋

田

県

で

は

２

０

２

３

年

７

月

、

�

年

７

月

に

豪

雨

災

害

が

発

生

。

４

社

は

拠

点

あ

る

い

は

設

備

被

災

を

経

て

、

災

害

対

応

力

の

強

化

に

企

業

間

連

携

強

化

が

不

可

欠

で

あ

る

と

の

認

識

を

共

有

し

、

今

回

の

協

定

締

結

に

至

っ

た

。

　

京

葉

ガ

ス

は

�

日

、

マ

ニ

ュ

ア

ル

作

成

・

共

有

シ

ス

テ

ム

「

Ｔ

ｅ

ａ

ｃ

ｈ

ｍ

ｅ

　

Ｂ

ｉ

ｚ

」

の

提

供

や

生

産

性

向

上

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

等

を

行

っ

て

い

る

ス

タ

デ

ィ

ス

ト

（

東

京

都

千

代

田

区

）

に

出

資

し

た

と

発

表

し

た

。

　

ス

タ

デ

ィ

ス

ト

は

、

法

人

向

け

に

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

構

築

支

援

サ

ー

ビ

ス

な

ど

を

提

供

し

て

い

る

。

　

京

葉

ガ

ス

は

、

昨

年

策

定

し

た

「

中

期

経

営

計

画

２

０

２

５

―

２

０

２

７

」

で

、

あ

り

た

い

姿

を

「

新

し

い

価

値

を

広

く

ご

提

供

す

る

こ

と

で

、

お

客

さ

ま

の

“

期

待

に

応

え

る

”

存

在

と

な

る

」

と

位

置

付

け

た

。

そ

の

中

で

、

新

た

な

価

値

創

造

に

資

す

る

分

野

へ

の

投

資

を

進

め

る

こ

と

に

し

て

い

る

。

ス

タ

デ

ィ

ス

ト

が

提

供

す

る

サ

ー

ビ

ス

は

、

人

手

不

足

対

策

や

生

産

性

向

上

な

ど

社

会

的

な

ニ

ー

ズ

と

合

致

し

て

お

り

、

事

業

成

長

が

期

待

で

き

る

と

し

て

出

資

に

至

っ

た

。

　

京

葉

ガ

ス

は

自

社

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

通

じ

た

ス

タ

デ

ィ

ス

ト

の

サ

ー

ビ

ス

紹

介

を

展

開

。

京

葉

ガ

ス

グ

ル

ー

プ

内

で

も

ス

タ

デ

ィ

ス

ト

の

サ

ー

ビ

ス

を

活

用

し

た

Ｄ

Ｘ

を

推

進

す

る

こ

と

な

ど

で

、

双

方

の

メ

リ

ッ

ト

が

見

込

め

る

と

し

て

い

る

。


